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平成 16 年

3 月30日（火曜日）

一

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

公
安
委
員
会
規
則

香
川
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

香
川
県
警
察
本
部
及
び
警
察
署
の
警
察
職
員
の
配
置
定
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

三

香
川
県
警
察
署
協
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

四

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

五

傍
受
令
状
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

九

公
安
委
員
会
告
示

○
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
三
号
（
香
川
県
公
安
委
員
会
の
公
印
）
の

一
部
改
正

平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
五
号
（
少
年
指
導
委
員
の
活
動
区
域
の
指
定
）

の
一
部
改
正

○
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
八
号
（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適

正
化
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
）
及
び
平
成
十
二
年

香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
九
号
（
警
備
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
診
断
を
行
う
医
師
の

指
定
）
の
一
部
改
正

一
〇

○
平
成
十
四
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
五
号
（
道
路
交
通
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る
医

師
の
認
定
）
の
一
部
改
正

警
察
本
部
告
示

香
川
県
警
察
の
組
織
改
正
に
伴
う
関
係
規
程
の
整
理
等
に
関
す
る
規
程

道
路
交
通
法
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

一
一

香
川
県
警
察
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

一
二

○
平
成
十
二
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
二
十
三
号
（
香
川
県
警
察
の
公
印
）
の
一
部
改
正

一
三

香
川
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号

香
川
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
警
察
組
織
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

四
　
生
活
環
境
課

第
五
条
第
一
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

三
　
組
織
犯
罪
対
策
課

第
六
条
第
四
項
中
「
を
置
き
」
を
「
並
び
に
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
を
置
き
」
に
、「
と
す
る
」
を
「

と
し
、
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
の
位
置
は
小
豆
郡
土
庄
町
淵
崎
甲
二
千
百
八
十
九
番
地
二
と
す
る
」
に
改

め
る
。

第
十
四
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
　
犯
罪
の
取
締
り
の
た
め
の
情
報
技
術
の
解
析
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
五
条
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六
　
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

第
十
五
条
中
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
七
号
と
し
、
第
十
三
号
か
ら
第
十

公
安
委
員
会
規
則
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二

五
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
十
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
一
　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十

二
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
生
活
環
境
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

十
二
　
古
物
営
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
　
質
屋
営
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
五
条
中
第
十
六
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
七
号
を
削
り
、
第
十
八
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十

九
号
を
第
十
六
号
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
五
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
の
見
出
し
を
「
（
生
活
環
境
課
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
生
活
保
安
課
」
を
「
生
活

環
境
課
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
組
織
犯
罪
対
策
課
の

所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
こ
と
」
の

下
に
「
（
組
織
犯
罪
対
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、

同
項
中
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
八
号
を
加
え

る
。四

　
高
圧
ガ
ス
そ
の
他
の
危
険
物
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
風
俗
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
売
春
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
外
国
人
労
働
者
に
係
る
雇
用
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

九
　
特
許
権
、
商
標
権
等
の
工
業
所
有
権
及
び
著
作
権
を
侵
害
す
る
事
犯
そ
の
他
の
無
体
財
産
権
関
係

事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
経
済
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

十
一
　
公
害
関
係
事
犯
そ
の
他
の
環
境
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
八
条
第
一
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
、
同
条
第
二

項
を
削
る
。

十
二
　
保
健
衛
生
関
係
事
犯
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
（
組
織
犯
罪
対
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。
）
。

第
十
九
条
を
削
る
。

第
二
十
条
中
第
十
三
号
を
削
り
、
第
十
四
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
五
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
条
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
組
織
犯
罪
対
策
課
）

第
二
十
一
条
　
組
織
犯
罪
対
策
課
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
　
組
織
犯
罪
対
策
に
関
す
る
企
画
、
立
案
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
課
の
所
掌
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。
）
。

二
　
組
織
犯
罪
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
そ
の
他
組
織
犯
罪
情
報
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
課
の
所
掌

に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

三
　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
施

行
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
暴
力
団
に
係
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
そ
の
他
の
薬
物
に
関
す
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
け
ん
銃
そ
の
他
の
銃
器
に
関
す
る
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
組
織
犯
罪
の
取
締
り
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

八
　
国
際
捜
査
共
助
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４
　
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
に
お
い
て
は
、
香
川
県
小
豆
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
に

つ
い
て
の
前
項
に
規
定
す
る
事
務
を
処
理
す
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
課
、
」
を
「
課
及
び
」
に
、
「
及
び
所
」
を
「
並
び
に
科
学
捜
査
研
究
所
」

に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
組
織
犯
罪
対
策
管
理
官
）

第
三
十
九
条
の
三
　
刑
事
部
に
、
組
織
犯
罪
対
策
管
理
官
一
人
を
置
き
、
警
視
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
を
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三

も
っ
て
充
て
る
。

２
　
組
織
犯
罪
対
策
管
理
官
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
第
二
十
一
条
各
号
（
第
一
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）

に
掲
げ
る
事
務
を
処
理
し
、
部
下
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

第
四
十
七
条
の
表
香
川
県
土
庄
警
察
署
の
項
を
削
り
、
同
表
香
川
県
内
海
警
察
署
の
項
中
「
香
川
県
内

海
警
察
署
」
を
「
香
川
県
小
豆
警
察
署
」
に
改
め
、
同
表
香
川
県
多
度
津
警
察
署
の
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
警
察
本
部
及
び
警
察
署
の
警
察
職
員
の
配
置
定
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号

香
川
県
警
察
本
部
及
び
警
察
署
の
警
察
職
員
の
配
置
定
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

香
川
県
警
察
本
部
及
び
警
察
署
の
警
察
職
員
の
配
置
定
員
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安

委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
警
務
部
の
項
か
ら
交
通
部
の
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

警
務
部
　
　
　
一
七
人
　
二
〇
人
　
　
三
八
人
　
　
　
　
七
五
人
　
　
八
六
人
　
　
　
一
六
一
人

生
活
安
全
部
　
一
四
人
　
一
六
人
　
　
七
三
人
　
　
　
一
〇
三
人
　
　
一
八
人
　
　
　
一
二
一
人

刑
事
部
　
　
　
　
九
人
　
一
八
人
　
　
八
〇
人
　
　
　
一
〇
七
人
　
　
二
八
人
　
　
　
一
三
五
人

交
通
部
　
　
　
　
九
人
　
一
三
人
　
　
八
一
人
　
　
　
一
〇
三
人
　
　
五
〇
人
　
　
　
一
五
三
人

第
二
条
第
一
項
の
表
警
備
部
の
項
中
「
六
八
人
」
を
「
七
三
人
」
に
、
「
八
三
人
」
を
「
八
八
人
」
に
、

「
八
六
人
」
を
「
九
一
人
」
に
改
め
、
同
表
香
川
県
警
察
学
校
の
項
中
「
一
〇
九
人
（
う
ち
、
一
〇
二
人
」

を
「
九
〇
人
（
う
ち
、
八
三
人
」
に
、
「
一
一
五
人
」
を
「
九
六
人
」
に
、
「
一
一
八
人
」
を
「
九
九
人
」

に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合
　
　
計

五
六
人
　
八
一
人
　
四
三
五
人
　
　
　
五
七
二
人
　
一
八
八
人
　
　
　
七
六
〇
人

第
二
条
第
二
項
中
「
あ
っ
て
は
四
人
」
を
「
あ
っ
て
は
三
人
」
に
、
「
八
人
」
を
「
十
人
」
に
、
「
四

十
四
人
」
を
「
二
十
二
人
」
に
、
「
十
二
人
」
を
「
九
人
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
表
さ
ぬ
き
警
察
署
の
項
中
「
六
一
人
」
を
「
六
六
人
」
に
、
「
七
〇
人
」
を
「
七
五
人
」
に
、

「

「

「
七
六
人
」
を
「
八
一
人
」
に
改
め
、
同
表
高
松
東
警
察
署
の
項
中
　
　
　
五
人
　
　
五
〇
人
　
　
を
　

」

六
人
　
　
四
九
人
　
　
に
改
め
、
同
表
土
庄
警
察
署
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

」

小
豆
警
察
署
　
　
一
人
　
　
五
人
　
　
四
二
人
　
　
　
　
四
八
人
　
　
　
五
人
　
　
　
　
五
三
人

第
三
条
の
表
内
海
警
察
署
の
項
を
削
り
、
同
表
高
松
北
警
察
署
の
項
中
「
二
五
五
人
」
を
「
二
五
七
人
」

に
、
「
二
七
二
人
」
を
「
二
七
四
人
」
に
、
「
二
九
五
人
」
を
「
二
九
七
人
」
に
改
め
、
同
表
高
松
南
警

察
署
の
項
及
び
坂
出
警
察
署
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

高
松
南
警
察
　
　
四
人
　
一
〇
人
　
一
八
六
人
　
　
　
二
〇
〇
人
　
　
一
六
人
　
　
　
二
一
六
人

署坂
出
警
察
署
　
　
三
人
　
　
六
人
　
一
〇
五
人
　
　
　
一
一
四
人
　
　
一
二
人
　
　
　
一
二
六
人

第
三
条
の
表
丸
亀
警
察
署
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

丸
亀
警
察
署
　
　
三
人
　
　
七
人
　
　
九
九
人
　
　
　
一
〇
九
人
　
　
一
三
人
　
　
　
一
二
二
人

第
三
条
の
表
多
度
津
警
察
署
の
項
を
削
り
、
同
表
善
通
寺
警
察
署
の
項
中
「
三
一
人
」
を
「
三
八
人
」

に
、
「
三
八
人
」
を
「
四
五
人
」
に
、
「
四
四
人
」
を
「
五
一
人
」
に
改
め
、
同
表
観
音
寺
警
察
署
の
項

中
「
八
五
人
」
を
「
八
七
人
」
に
、
「
九
三
人
」
を
「
九
五
人
」
に
、
「
一
〇
四
人
」
を
「
一
〇
六
人
」

に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
五
人
　
八
三
人
　
一
、
〇
六
　
一
、
一
七
一
人
　
一
一
七
人
　
一
、
二
八
八
人

合
　
　
計

三
人

「

第
四
条
の
表
生
活
安
全
部
の
項
中
「
一
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
、
同
表
警
備
部
の
項
中
　
　
　
　
　

「

二
人
　
　
を
　
　
　
一
人
　
　
一
人
　
　
に
改
め
、
同
表
高
松
北
警
察
署
の
項
中
「
二
人
」
を
「
三

」

」

人
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

高
松
南
警
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
　
　
　
　
　
一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人

署
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第
四
条
の
表
合
計
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合
　
　
計
　

一
人
　
　
二
人
　
　
一
四
人
　
　
　
　
一
七
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
人

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
警
察
署
協
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号

香
川
県
警
察
署
協
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
警
察
署
協
議
会
規
則
（
平
成
十
三
年
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
協
議
会
の
委
員
の
定
数
は
、
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
さ
ぬ
き
警
察
署
協
議
会
　
七
人

二
　
小
豆
警
察
署
協
議
会
　
六
人

三
　
丸
亀
警
察
署
協
議
会
　
八
人

別
表
香
川
県
土
庄
警
察
署
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香
川
県
小
豆
警
察
署
　
　
　
　
　
　
小
豆
警
察
署
協
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
人

別
表
香
川
県
内
海
警
察
署
の
項
を
削
り
、
同
表
香
川
県
丸
亀
警
察
署
の
項
中
「
五
人
」
を
「
六
人
」
に

改
め
、
同
表
香
川
県
多
度
津
警
察
署
の
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川

県
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
香
川
県
土
庄
警
察
署
の
項
を
削
り
、
同
表
香
川
県
内
海
警
察
署
の
項
中
「
香
川
県
内
海
警
察
署
」

を
「
香
川
県
小
豆
警
察
署
」
に
、
「
内
海
警
察
署
所
在
地
」
を
「
小
豆
警
察
署
所
在
地
」
に
改
め
、
同
項

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
部
駐
在
所
　
小
豆
郡
土
庄
町
大
部
　
土
庄
町
の
う
ち
、
大
部
、
小
部

甲
三
二
四
六
番
地
三

五

大
鐸
駐
在
所
　
小
豆
郡
土
庄
町
肥
土
　
土
庄
町
の
う
ち
、
笠
滝
、
黒
岩
、
小
馬
越
、

山
甲
一
七
九
九
番
地
　
肥
土
山

一
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
町
の
う
ち
、
大
字
中
山

北
浦
駐
在
所
　
小
豆
郡
土
庄
町
見
目
　
土
庄
町
の
う
ち
、
馬
越
、
小
海
、
見
目
、

乙
六
九
二
番
地
一
七
　
屋
形
崎

土
庄
交
番
　
　
小
豆
郡
土
庄
町
淵
崎
　
土
庄
町
の
う
ち
、
上
庄
、
土
庄
町
、
淵
崎

甲
二
一
八
九
番
地
二

四
海
駐
在
所
　
小
豆
郡
土
庄
町
伊
喜
　
土
庄
町
の
う
ち
、
伊
喜
末
、
小
江
、
滝
宮
、

末
一
番
地
二
八
　
　
　
長
浜

土
庄
港
警
備
　
小
豆
郡
土
庄
町
甲
五

派
出
所
　
　
　
九
七
八
番
地
四
二

豊
島
駐
在
所
　
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
　
土
庄
町
の
う
ち
、
豊
島
家
浦
、
豊
島
唐
櫃
、

家
浦
二
二
六
八
番
地
　
豊
島
甲
生

五
六

池
田
駐
在
所
　
小
豆
郡
池
田
町
大
字
　
池
田
町
の
う
ち
、
大
字
池
田
、
大
字
蒲
生

池
田
九
八
四
番
地
二

三
都
駐
在
所
　
小
豆
郡
池
田
町
大
字
　
池
田
町
の
う
ち
、
大
字
蒲
野
、
大
字
神
浦
、

吉
野
一
三
五
番
地
三
　
大
字
二
面
、
大
字
室
生
、
大
字
吉
野
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別
表
香
川
県
丸
亀
警
察
署
の
項
中
「
丸
亀
市
飯
野
町
東
分
二
三
三
五
番
地
六
」
を
「
丸
亀
市
飯
野
町
東

分
二
三
二
九
番
地
五
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
表
香
川
県
多
度
津
警
察
署
の
項
を
削
る
。

豊
原
駐
在
所
　
仲
多
度
郡
多
度
津
町
　
多
度
津
町
の
う
ち
、
大
字

原
、
大
字
道

大
字
南
鴨
七
一
二
番
　
福
寺
、
大
字
南
鴨
、
北
鴨
一
丁
目
、
北
鴨

地
七
　
　
　
　
　
　
　
二
丁
目
、
北
鴨
三
丁
目
、
寿
町
、
幸
町
、

若
葉
町

多
度
津
交
番
　
仲
多
度
郡
多
度
津
町
　
多
度
津
町
の
う
ち
、
大
通
り
、
家
中
、
京

栄
町
一
丁
目
一
番
七
　
町
、
栄
町
一
丁
目
、
栄
町
二
丁
目
、
栄
町

四
号
　
　
　
　
　
　
　
三
丁
目
、
桜
川
一
丁
目
、
桜
川
二
丁
目
、

仲
ノ
町
、
西
浜
、
東
新
町
、
東
浜
、
東
港

町
、
日
の
出
町
、
堀
江
一
丁
目
、
堀
江
二

丁
目
、
堀
江
三
丁
目
、
堀
江
四
丁
目
、
堀

江
五
丁
目
、
本
通
一
丁
目
、
本
通
二
丁
目
、

本
通
三
丁
目
、
元
町

四
箇
駐
在
所
　
仲
多
度
郡
多
度
津
町
　
多
度
津
町
の
う
ち
、
大
字
青
木
、
大
字
庄
、

大
字
三
井
四
三
一
番
　
大
字
三
井
、
大
字
山
階

地
六

多
度
津
港
警
　
仲
多
度
郡
多
度
津
町
　

備
派
出
所
　
　
東
浜
一
二
番
八
号

白
方
駐
在
所
　
仲
多
度
郡
多
度
津
町
　
多
度
津
町
の
う
ち
、
大
字
奥
白
方
、
大
字

大
字
西
白
方
三
九
九
　
西
白
方
、
大
字
東
白
方
、
大
字
見
立
、
西

番
地
五
　
　
　
　
　
　
港
町

高
見
駐
在
所
　
仲
多
度
郡
多
度
津
町
　
多
度
津
町
の
う
ち
、
佐
柳
、
高
見

高
見
一
七
二
六
番
地

一

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
九
号

道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
小
豆
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
行
う
届
出
に
つ
い
て
は
、
警
察
本
部

交
通
部
運
転
免
許
課
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
（
以
下
「
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
」
と
い
う
。
）
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
条
第
二
項
中
「
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
記
載
事
項
の
変
更
の
届
出
を
行
う
」
を
「

前
項
に
規
定
す
る
」
に
、
「
警
察
署
」
を
「
警
察
署
（
小
豆
警
察
署
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
届
出
を
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
を
経
由
し
て
行
う
場
合
は
、
当

該
住
所
地
を
所
管
区
と
す
る
交
番
（
交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区

に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
第
四
条
第
一
項
の
連
絡
制
交
番
を

除
く
。
）
又
は
駐
在
所
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
一
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
小
豆
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
行
う
申
請
に
つ
い
て
は
、
運
転
免
許

小
豆
事
務
所
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
土
庄
警
察
署
、
内
海
警
察
署
」
を
「
小
豆
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
者
が
行
う
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
に
」
に
、
「
、
当
該
」
を

「
当
該
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
土
庄
警
察
署
、
内
海
警
察
署
」
を
「
小
豆
警
察
署
の
管
轄
区
域
内

に
住
所
を
有
す
る
者
が
行
う
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
に
」
に
、
「
若
し
く
は
」

を
「
又
は
」
に
、
「
及
び
こ
れ
ら
の
警
察
署
」
を
「
並
び
に
高
瀬
警
察
署
及
び
観
音
寺
警
察
署
」
に
、
「

、
当
該
」
を
「
当
該
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
の
二
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
小
豆
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
行
う
申
請
に
つ
い
て
は
、
運
転
免
許

小
豆
事
務
所
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
八
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。
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た
だ
し
、
小
豆
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
行
う
免
許
証
の
返
納
又
は
提
出
に
つ

い
て
は
、
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
二
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
小
豆
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
行
う
国
際
運
転
免
許
証
等
の
提
出
に

つ
い
て
は
、
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
三
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
小
豆
警
察
署
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
が
行
う
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

運
転
免
許
小
豆
事
務
所
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
五
条
中
「
第
三
十
八
条
第
二
項
第
一
号
、
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
八
条
第
三
項
第
一
号
」

に
改
め
、
「
提
出
」
の
下
に
「
の
う
ち
、
公
安
委
員
会
に
対
し
て
行
う
も
の
」
を
加
え
る
。

第
八
十
七
条
第
一
項
中
「
取
消
処
分
者
講
習
に
係
る
」
を
削
り
、
「
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
写
真
の
提

出
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
提
示
）
を
し
て
」
を
「
住
民
票
の
写
し
そ
の
他

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
に
足
り
る
書
類
を
提
示
し
て
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
又
は
警
察
署
に
」
に
改

め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
取
消
処
分
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
前
項
の
書
面
に
記
載
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及

び
写
真
の
提
出
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
提
示
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
写
真
二
枚
（
提
出
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
三

・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
そ
の
裏
面
に
氏
名
及
び
撮

影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

二
　
仮
免
許
所
持
者
は
、
仮
運
転
免
許
証

三
　
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
に
足
り
る
書
類

第
八
十
九
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
講
習
（

以
下
「
初
心
運
転
者
講
習
」
を
「
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
講
習
（
以
下
「
特
定
講
習
」
に
、
「
初

心
運
転
者
講
習
を
」
を
「
特
定
講
習
を
」
に
、
「
申
出
に
よ
り
、
」
を
「
申
出
に
よ
り
、
取
消
処
分
者
講

習
に
つ
い
て
は
別
記
様
式
第
四
十
八
号
の
取
消
処
分
者
講
習
終
了
証
明
書
を
、
法
第
百
八
条
の
二
第
一
項

第
十
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
「
初
心
運
転
者
講
習
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
と
す
る
。

第
九
十
九
条
の
見
出
し
中
「
審
査
等
」
を
「
審
査
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
講
習
指
導
員
の
証
の
交
付
）

第
九
十
九
条
の
二
　
指
定
講
習
機
関
は
、
指
定
機
関
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特
定
講
習

指
導
員
に
対
し
て
、
別
記
様
式
第
五
十
九
号
の
特
定
講
習
指
導
員
の
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
条
第
一
項
中
「
法
第
百
八
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」

を
削
り
、「
実
施
日
」
を
「
終
了
日
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
七
号
備
考
中
３
を
４
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
記
様
式
第
二
十
二
号
備
考
中
２
を
３
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

「

「

別
記
様
式
第
四
十
六
号
の
二
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　

」

に
改
め
る
。

」

別
記
様
式
第
四
十
八
号
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
五
十
五
号
中
「

を
削
る
。

別
記
様
式
第
五
十
九
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
六
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３
　
届
出
者
は
、
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
申
請
者
は
、
氏
名
を
記
載
し
及
び
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

生
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
性
　
別

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治

年
　
　
　
月
　
　
　
日

生
　
　
年
　
　
月
　
　
日

・
大
正
・
昭
和
・
平
成

年
　
　
　
月
　
　
　
日

備
考
　
１
　
指
定
講
習
機
関
が
講
習
を
実
施
す
る
場
合
は
、
「
香
川
県
公
安
委
員
会
」
は
、
「
指
定
講

習
機
関
名
及
び
管
理
者
」
と
す
る
こ
と
。

２
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

免
許
に
係
る
初
心
運
転
者
講
習
」

第
９９
条
　
　
　
第
９９
条
の
２
　
　
　
　
第
２
条
第
２
項
第
６
号
　
　
　
第

２
条
第
２
項
第
４
号



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

（
号
外
二
）

七

備考　１　取消処分者講習の終了者については、免許証番号及び効果測定結果の記載を要しない。�

　　　２　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。�

別記様式第６３号（第１０２条関係）�

講 習 結 果 報 告 書�

年　　　　月　　　　日�

香川県公安委員会　殿�

指定講習機関名�

管理者�

　下記の者について、道路交通法第１０８条の４第２項に規定する特定講習を　　　　　年�

　　　　月　　　　日に終了したので報告する。�

氏　　名�

生年月日�

番�

号�

講習の�

種　類�

講習指�

導員名�

効　果　測�

定　結　果�
住　　　　所� 免許証番号�

印�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

（
号
外
二
）

八

別
記
様
式
第
七
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備考　１　報告者が法人であるときは、報告者の欄には、その名称、主たる事務所の所在地及び代表者�

　　　　の氏名を記載すること。�

　　　２　報告者は、氏名を記載し及び押印することに代えて、署名することができる。�

　　　３　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。�

別記様式第７３号（第１１２条関係）�

運転免許取得者教育実施結果報告書�

（　　　　年　　　　月分）�

年　　　月　　　日�

香川県公安委員会　殿�

　　　　住　所�
報告者�
　　　　氏　名�

　　　　　　年　　　月において道路交通法第１０８条の３２の２第１項に規定する運転免許取�

得者教育を下記のとおり行ったので、道路交通法施行細則第１１２条第２項の規定により報告�

します。�

課程の区分� 免許証番号� 指導員名�氏　　名�
生年月日�

印�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

（
号
外
二
）

九

別
表
第
一
土
庄
警
察
署
の
項
を
削
り
、
同
表
内
海
警
察
署
の
項
中
「
内
海
警
察
署
」
を
「
小
豆
警
察
署
」

に
、
「
福
田
駐
在
所
」
を
「
福
田
駐
在
所
　
大
部
駐
在
所
　
豊
島
駐
在
所
」
に
改
め
、
同
表
高
松
北
警
察

署
の
項
中
「
直
島
東
駐
在
所
　
直
島
西
駐
在
所
　
女
木
駐
在
所
」
を
「
女
木
駐
在
所
　
直
島
東
駐
在
所
　

直
島
西
駐
在
所
」
に
改
め
、
同
表
高
松
南
警
察
署
の
項
中
「
香
川
南
駐
在
所
　
香
南
駐
在
所
　
安
原
駐
在

所
　
塩
江
駐
在
所
」
を
「
塩
江
駐
在
所
　
安
原
駐
在
所
　
香
川
南
駐
在
所
　
香
南
駐
在
所
」
に
改
め
、
同

表
坂
出
警
察
署
の
項
中
「
国
分
寺
交
番
　
王
越
駐
在
所
」
を
「
王
越
駐
在
所
」
に
、
「
国
分
寺
南
駐
在
所
」

を
「
国
分
寺
南
駐
在
所
　
国
分
寺
交
番
」
に
改
め
、
同
表
丸
亀
警
察
署
の
項
中
「
広
島
駐
在
所
」
を
「
広

島
駐
在
所
　
高
見
駐
在
所
」
に
改
め
、
同
表
多
度
津
警
察
署
の
項
を
削
り
、
同
表
琴
平
警
察
署
の
項
中
「

造
田
駐
在
所
　
美
合
駐
在
所
」
を
「
美
合
駐
在
所
　
造
田
駐
在
所
」
に
改
め
、
同
表
高
瀬
警
察
署
の
項
中

「
大
浜
駐
在
所
　
粟
島
駐
在
所
」
を
「
粟
島
駐
在
所
　
大
浜
駐
在
所
」
に
改
め
、
同
表
観
音
寺
警
察
署
の

項
中
「
仁
尾
交
番
　
伊
吹
駐
在
所
」
を
「
伊
吹
駐
在
所
　
仁
尾
交
番
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
二
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
部
駐
在
所
　
大
鐸
駐
在
所
　
北
浦
駐
在
所
　
土
庄
交
　

小
豆
警
察
署
　
　
　
番
　
四
海
駐
在
所
　
豊
島
駐
在
所
　
池
田
駐
在
所
　
三
　
土
庄
交
番

都
駐
在
所

豊
原
駐
在
所
　
多
度
津
交
番
　
四
箇
駐
在
所
　
白
方
駐

丸
亀
警
察
署
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
度
津
交
番

在
所
　
高
見
駐
在
所

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
前
の
別
記
様
式
第
十
七
号
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号
及
び
別
記
様
式
第
四
十
六
号
の
二
に
よ
る

用
紙
は
、
当
分
の
間
、
修
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
別
記
様
式
第
五
十
九
号
に
よ
る
特
定
講
習

指
導
員
の
証
は
、
改
正
後
の
別
記
様
式
第
五
十
九
号
に
よ
る
特
定
講
習
指
導
員
の
証
と
み
な
す
。

傍
受
令
状
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号

傍
受
令
状
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

傍
受
令
状
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県

公
安
委
員
会
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
中
「
生
活
安
全
部
、
」
を
削
り
、
第
二
号
中
「
生
活
安
全
部
生
活
保
安
課
、
」
を
削
り
、
「
刑

事
部
捜
査
第
二
課
」
を
「
刑
事
部
組
織
犯
罪
対
策
課
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
一
号

平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
三
号
（
香
川
県
公
安
委
員
会
の
公
印
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

三
の
ニ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ニ
　
小
豆
警
察
署

三
中
ホ
を
削
り
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
ト
を
ヘ
と
し
、
チ
を
ト
と
し
、
リ
を
チ
と
し
、
ヌ
を
リ
と
し
、
ル
を

削
り
、
ヲ
を
ヌ
と
し
、
ワ
を
ル
と
し
、
カ
を
ヲ
と
し
、
ヨ
を
ワ
と
す
る
。

●
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
号

公
安
委
員
会
告
示



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

（
号
外
二
）

一
〇

平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
五
号
（
少
年
指
導
委
員
の
活
動
区
域
の
指
定
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

表
土
庄
地
区
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
表
内
海
地
区
の
項
を
削
る
。

内
海
・
土
庄
地
区
　
小
豆
警
察
署
の
管
轄
区
域
の
う
ち
、
小
豆
警
察
署
所
在
地
、
安
田
駐
在
所
、

草
壁
駐
在
所
及
び
土
庄
交
番
の
所
管
区

表
丸
亀
地
区
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
表
多
度
津
地
区
の
項
を
削
る
。

丸
亀
・
多
度
津
地
　
丸
亀
警
察
署
の
管
轄
区
域
の
う
ち
、
丸
亀
駅
前
交
番
及
び
多
度
津
交
番
の
所

区
　
　
　
　
　
　
　
管
区

●
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
三
号

平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
十
八
号
（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
）
及
び
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第

十
九
号
（
警
備
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
診
断
を
行
う
医
師
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平

成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原
　
　
　
　
博

「

「

馬
場
英
三
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
浩
一

表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

馬
場
浩
一
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
信
二
　
　
　
　
　
　

」

」

●
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
四
号

平
成
十
四
年
香
川
県
公
安
委
員
会
告
示
第
五
号
（
道
路
交
通
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る
医
師
の
認
定
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
神
　
　
原

博

表
中
「
馬
場
　
英
三
」
を
「
三
船
　
和
史
」
に
、
「
馬
場
病
院
」
を
「
三
船
病
院
」
に
、
「
高
松
市
郷

東
町
五
八
〇
番
地
」
を
「
丸
亀
市
柞
原
町
三
六
六
番
地
」
に
、
「
馬
場
　
哲
也
」
を
「
田
中
　
　
剛
」
に

改
め
る
。

●
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
三
号

香
川
県
警
察
の
組
織
改
正
に
伴
う
関
係
規
程
の
整
理
等
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
警
察
本
部
長
　
　
岩
　
　
瀬
　
　
充
　
　
明

香
川
県
警
察
の
組
織
改
正
に
伴
う
関
係
規
程
の
整
理
等
に
関
す
る
規
程

（
香
川
県
警
察
証
紙
収
納
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
香
川
県
警
察
証
紙
収
納
事
務
取
扱
規
程
（
平
成
十
二
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
一
の
項
中
「
別
表
　
第
一
表
　
使
用
料
の
部
　
一
　
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
の
使
用

料
４
の
項
」
を
「
別
表
第
一
　
第
一
表
　
使
用
料
の
部
　
一
　
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
の
使
用
料
５

の
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
表
一
の
項
中
「
別
表
　
第
一
表
　
使
用
料
の
部
　
一
　
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
の
使
用

料
４
の
項
」
を
「
別
表
第
一
　
第
一
表
　
使
用
料
の
部
　
一
　
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
の
使
用
料
５

の
項
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
、
六
の
項
及
び
七
の
項
中
「
生
活
保
安
課
長
」
を
「
生
活
環
境
課
長
」

に
改
め
る
。

（
香
川
県
警
察
遺
失
物
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
香
川
県
警
察
遺
失
物
取
扱
規
程
（
平
成
十
二
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
の
表
香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
自
動
車
警
ら
隊
西
讃
分
駐
隊
の
項
を
削
る
。

（
香
川
県
警
察
公
有
財
産
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
香
川
県
警
察
公
有
財
産
管
理
規
程
（
平
成
十
二
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
の
表
中
「
の
区
分
」
を
削
り
、

「

香
川
県
警
察
本
部
第
一
分
庁
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
長

香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
自
動
車
警
ら
隊
西
讃
分
駐
隊

を

庁
舎

警
察
本
部
告
示



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

（
号
外
二
）

一
一

香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
航
空
隊
庁
舎

」

「

香
川
県
警
察
本
部
第
一
分
庁
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
長

香
川
県
警
察
本
部
中
讃
分
庁
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
計
課
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
航
空
隊
庁
舎
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
長

」

改
め
、
「
牟
礼
待
機
宿
舎
」
の
下
に
「
、
元
山
待
機
宿
舎
」
を
、
「
待
機
宿
舎
（
」
の
下
に
「
う
し
お

北
待
機
宿
舎
及
び
」
を
加
え
る
。

（
香
川
県
警
察
庁
舎
管
理
規
程
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
香
川
県
警
察
庁
舎
管
理
規
程
（
平
成
十
二
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
の
表
中
「
の
区
分
」
を
削
り
、

「

香
川
県
警
察
本
部
第
一
分
庁
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
長

香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
自
動
車
警
ら
隊
西
讃
分
駐
隊

庁
舎

を

香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
航
空
隊
庁
舎

香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
鉄
道
警
察
隊
庁
舎
（
高
松
駅

派
遣
所
を
含
む
。
）

」

「

香
川
県
警
察
本
部
第
一
分
庁
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
長

香
川
県
警
察
本
部
中
讃
分
庁
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
警
察
本
部
会
計
課
長

香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
航
空
隊
庁
舎
　
　
　
　
　
　
　
香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
長
　
　
　
に

香
川
県
警
察
本
部
地
域
課
鉄
道
警
察
隊
庁
舎
（
高
松
駅

派
遣
所
を
含
む
。
）

」

改
め
る
。

（
香
川
県
地
域
警
察
運
営
規
程
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
香
川
県
地
域
警
察
運
営
規
程
（
平
成
十
二
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
第
二
項
中
「
西
讃
分
駐
隊
」
を
「
中
讃
分
駐
隊
」
に
、
「
善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
千
五
十

四
番
地
五
」
を
「
仲
多
度
郡
多
度
津
町
栄
町
一
丁
目
一
番
七
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
香
川
県
土
庄
警
察
署
」
を
「
香
川
県
小
豆
警
察
署
」
に
改
め
る
。

（
香
川
県
警
察
文
書
公
印
規
程
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
香
川
県
警
察
文
書
公
印
規
程
（
平
成
十
二
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
四
号
の
表
香
川
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
保
安
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

香
川
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
環
境
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
生
環

第
七
条
第
一
項
第
四
号
の
表
香
川
県
刑
事
部
捜
査
第
二
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

香
川
県
警
察
本
部
刑
事
部
組
織
犯
罪
対
策
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
組
対

第
七
条
第
一
項
第
四
号
の
表
香
川
県
土
庄
警
察
署
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
表
香
川
県
内
海
警

察
署
の
項
及
び
香
川
県
多
度
津
警
察
署
の
項
を
削
る
。

香
川
県
小
豆
警
察
署
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
小

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
四
号

道
路
交
通
法
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
警
察
本
部
長
　
　
岩
　
　
瀬
　
　
充
　
　
明

道
路
交
通
法
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

道
路
交
通
法
実
施
規
程
（
平
成
十
二
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
第
四
号
ホ

」
を
「
第
四
号
ホ

」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
条
第
一
項

第
四
号
ホ

」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
号
ホ

」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「

ま
で
及
び

」
を
「

ま
で
及
び

」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
四
条
第



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

（
号
外
二
）

一
二

一
項
第
四
号
ホ

及
び

」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
号
ホ

及
び

」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
三
号
中
「
指
定
老
人
訪
問
看
護
事
業
者
」
を
「
指
定
居
宅
支
援
事
業
者
」
に
、
「
老
人
居
宅

介
護
事
業
若
し
く
は
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
「
老
人
居
宅
介
護
等
事
業
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
中
「
第
八
十
五
条
、
」
を
削
り
、「
第
八
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
八
十
九
条
」
に
改
め
、

同
条
第
二
号
中
「
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
法
第
百
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
講
習
機
関

（
以
下
「
指
定
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
次
に
掲
げ
る
取
消
処
分
者
講
習
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
者
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ
　
公
安
委
員
会
が
行
う
取
消
処
分
者
講
習
　
指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
年
国
家
公

安
委
員
会
規
則
第
一
号
。
以
下
「
指
定
機
関
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま

で
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
、
か
つ
、
法
第
百
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
運
転
適
性

指
導
（
以
下
「
運
転
適
性
指
導
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
技
能
及
び
知
識
に
関
し
同
号
に
規
定

す
る
運
転
適
性
指
導
員
（
以
下
「
運
転
適
性
指
導
員
」
と
い
う
。
）
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す

る
者
と
し
て
警
察
本
部
長
が
指
名
し
た
者

ロ
　
指
定
講
習
機
関
が
行
う
取
消
処
分
者
講
習
　
運
転
適
性
指
導
員

第
四
十
七
条
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
講
習
方

法
に
よ
り
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
時
間
行
う
こ
と
。

講
　
習
　
事
　
項
　
　
　
　
　
講
　
　
　
習
　
　
　
方
　
　
　
法
　
　
　
　
　
講
習
時
間

運
転
者
と
し
て
の
資
質
　
教
本
、
視
聴
覚
教
材
等
必
要
な
教
材
を
用
い
、
講
　
四
時
間

の
向
上
に
関
す
る
こ
と
　
義
及
び
面
接
の
方
式
に
よ
り
、
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
又
は
指
定
講
習
機
関
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て

「
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
等
」
と
い
う
。）
の
建
物

に
お
い
て
行
う
こ
と
。

自
動
車
等
の
運
転
に
つ
　
自
動
車
等
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
運
転
適
性
　
九
時
間

い
て
必
要
な
適
性
　
　
　
検
査
器
材
並
び
に
筆
記
及
び
口
頭
に
よ
る
検
査
を

用
い
、
自
動
車
等
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
等
の
コ
ー
ス
又
は
道
路
に
お
い

て
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
運
転
適
性
検
査
器

材
又
は
筆
記
及
び
口
頭
に
よ
る
検
査
を
用
い
る
場

合
に
あ
っ
て
は
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
等
の
建
物
に

お
い
て
指
導
を
行
う
こ
と
。

備
考
　
グ
ル
ー
プ
別
の
指
導
を
行
う
場
合
は
、
一
グ
ル
ー
プ
三
人
以
内
と
し
、
一
グ
ル
ー
プ
に

つ
き
第
三
号
に
規
定
す
る
者
一
人
が
担
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
五
条
中
「
第
八
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
八
十
九
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
法
第
百
八

条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」
及
び
「
（
以
下
「
指
定
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
六

号
の
表
中
「
の
区
分
」
を
削
る
。

第
五
十
六
条
第
二
号
中
「
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
及
び
」
を
「
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
、
」
に
、
「
並
び
に

土
庄
警
察
署
、
内
海
警
察
署
、
」
を
「
及
び
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
（
以

下
「
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
」
と
い
う
。
）
並
び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
の
表
及
び
第
六
号
の
表
中

「
の
区
分
」
を
削
る
。

第
五
十
七
条
第
一
号
中
「
並
び
に
土
庄
警
察
署
及
び
内
海
警
察
署
」
を
「
及
び
運
転
免
許
小
豆
事
務
所
」

に
改
め
、
同
条
第
五
号
の
表
中
「
の
区
分
」
を
削
り
、
「
土
庄
警
察
署
又
は
内
海
警
察
署
の
建
物
そ
の
他

の
設
備
」
を
「
届
出
自
動
車
教
習
所
等
の
建
物
」
に
改
め
る
。

「

「

別
記
様
式
第
二
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
程
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
、
第
四
条
及
び
第
十
条

の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
四
十
七
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
名
を
受
け
て
い
る
者

は
、
改
正
後
の
第
四
十
七
条
第
三
号
イ
の
規
定
に
よ
る
指
名
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

３
　
改
正
前
の
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
修
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
五
号

香
川
県
警
察
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
警
察
本
部
長
　
　
岩
　
　
瀬
　
　
充
　
　
明

香
川
県
警
察
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

香
川
県
警
察
職
員
倫
理
規
程
（
平
成
十
三
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
・
女
　
　
　
　
　
氏
　
　
名



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

（
号
外
二
）

一
三

改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
二
条
第
十
四
項
」
を
「
第
二
条
第
十
六
項
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
六
号

平
成
十
二
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
二
十
三
号
（
香
川
県
警
察
の
公
印
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

香
川
県
警
察
本
部
長
　
　
岩
　
　
瀬
　
　
充
　
　
明

一
の
ヘ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ヘ
　
香
川
県
小
豆
警
察
署
長
印

一
中
ト
を
削
り
、
チ
を
ト
と
し
、
リ
を
チ
と
し
、
ヌ
を
リ
と
し
、
ル
を
ヌ
と
し
、
ヲ
を
ル
と
し
、
ワ
を

削
り
、
カ
を
ヲ
と
し
、
ヨ
を
ワ
と
し
、
タ
を
カ
と
し
、
レ
を
ヨ
と
し
、
ソ
を
タ
と
し
、
ツ
を
レ
と
し
、
ネ

を
ソ
と
し
、
ソ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ツ
　
香
川
県
小
豆
警
察
署
印

一
中
ナ
及
び
ラ
を
削
り
、
ム
を
ネ
と
し
、
ウ
を
ナ
と
し
、
ヰ
を
ラ
と
し
、
ノ
を
ム
と
し
、
オ
を
ウ
と
し
、

ク
を
削
り
、
ヤ
を
ヰ
と
し
、
マ
を
ノ
と
し
、
ケ
を
オ
と
し
、
フ
を
ク
と
し
、
コ
を
ヤ
と
し
、
ヱ
を
マ
と
す

る
。



平
成
十
六
年
三
月
三
十
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています
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川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
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六
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（
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二
）
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四
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